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元気です 
気兼ねなく出かけられるようになるにはまだ時間がかかりそうなので、今回も動物たちの日常の一枚を

お見せします。 



獣医の日記

★動物たちの主な移動（令和３年１１月１日～令和４年１月３１日）★ 
パラワンコクジャク（♂１死亡）、ニホンキジ（♂１死亡）、ホンシュウジカ（♂１死亡）、ベニコンゴウインコ（♀1 死亡） 

マーコール 哺乳綱 偶蹄目 ウシ科 

★ピックアップ動物★ 

＊公式フェイスブックはじめました。詳しくはこちらから。

秋から冬に繁殖期を迎えるホンシュウジカはオス同士スパーリング

を行い互いの力量を測るのですが、しばしば弱いオスが強いオスに追わ

れることがあります。追われるようになった個体は気弱になり、何もな

くても逃げ腰になってしまいます。野生では弱さを見せるような個体が

群れに存在すると、群れ全体を危険にさらすこともあることがあり、そ

れゆえか逃げ腰のオスは若い個体やメスからも攻撃され、群れから離れ

たところにぽつんといることが多くなります。 

逃げて走り回ることが多いからか、ある時そんな個体の蹄の裏が擦れ

てしまいました。化膿しないよう投薬し、同時に傷ついた蹄の処置を行

う、それも長期戦になるのでシカと職員お互いなるべく負担が少ない方

法で…といろいろ試していった結果、大きなバケツに薬入りの餌を入

れ、シカ自ら頭を突っ込んで食べてもらっている間にこっそり患部の処

置をするという方法に落ち着きました。大きなバケツを被ったような形

になるので周囲が見えず不安になるかと思いきや、かえって周りを気に

せず餌に集中できるのがこの個体にはよかったようです。食べている間

は患部を洗ったり器具で汚い部分をこそぎ落としたり、多少痛みを伴う

処置でもそんなに神経質に気にせずやらせてくれます。 

先ほども書きましたが、長期戦が予想されます。蹄はヒトの爪にあた

るものですが、毎日地面に触れ、体重をかけるので摩耗して減っていき

ます。加えて、寒い時期は伸びるのが遅いため、傷が治り、さらに元に

戻るには時間がかかります。それまで今のやり方に飽きないでほしいな

…と願いながら毎日治療しています。

ヒマラヤ山脈を中心とした中央アジアの高山に群れで生息します。 

毎年晩秋から冬にかけて繁殖期を迎え、オス同士はスパーリングで力比

べを行い、その年一番強いオスがメスを独占します。今年はこれまで５年

間にわたりボスの座に君臨していたイワンが死亡し、同じくらいの体格の

若いオスたちによる混戦だったのですが、ひとまずゲンゴロウ（５歳）が

ボスの座に着きました。他のオスを激しくけん制しながらメスを追いまわ

し、オスは皆ゲンゴロウを恐れながら過ごしていたある夜、ゲンゴロウが

他の若いオスとのスパーリングで負傷するアクシデントが。翌朝にはゲン

ゴロウは完全にボスの座から陥落し、ゲンゴロウに勝ったオスだけでなく

関係ないオスたちまで今がチャンスとばかりメスを追いかけ始め大混乱

となりました。下剋上ともいえるこの事態、そうよく見られるようなもの

ではなく、フィクションであれば面白い波乱の展開ですが、現実ではマー

コールの命にかかわったり、職員が巻き込まれたりすることもあるため気

が抜けません。 


